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ゲ ッ テ イ ン グ法を用 い た リ

ム 結合蛋 口 Ldb1 の 解析
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（目的）近年 リム遺仏 ∫
乱

（LIM）と呼ばれ る
．一．

群 の

転写 因子が．頃部形成 をは じめ下壌体、神経 、血

液 と い っ た 生 物 の 尺 本 コ ン ポーネ ン トに お い て 、

そ の 発生および機能 発現 の 重要な調節因子で あ り、

悪性腫揚 の
．
部 に お い て も そ の 異常か発癌と関連

して い る こ とが 報告 さ れ た。今 回我 々 は、こ れ ら

の リム 遺伝子に結合 し、そ の 制御を行 う と予想 さ

れ る LIM−d⊂｝111ain　binding　prD しein 　 1（LdL）1）の ク

ロ ーニ ン グを行い 、実際 の d 体 内で の 機能 を モ デ

ル動物を作成して 角†析した“．　 （方法） モ デル 動物

の作成 に はジ
・．一

ン タ
ー・ゲ ッ テ イ ング法 を用 い た。
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4kb の codlrig 　1
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egiOTI を含む 部位の塩某配列 をIVk

定 し、タ
・一・ゲ ッ トと な る エ ク ソ ン 2か ら 9 ま で を

Neo で破壊 した ベ ク ター一を作成 した。エ レク トロ

ポ レt一シ
’
1ン法で 胚姓幹細胞に組み込んだ後 、1場

姓ク ロ
ーン を 胚 盤胞に 注入 した。誕生 したキ メラ

マ ウス の 交配後、ヘ テ ロ およびホモ マ ウス が作IJ戈

さ れ こ れ ら が解析 に 用 い られた．、 （成 i青〉ヘ テ ロ

に は異常は認めなか っ た が 、ホ モ マ ウス で は致死

で あ っ た ，8L！目 胚における 角＋析で は，心臓 の 形

成を認めず、尿膜 の 強 い 変形 が 、．e．め られた／t また

頭部の 欠 喰 が 。忍め られ、約 40 ％ に体軸の 2 重化

が認め られた。　 （糾論）こ の結呆はす で に報名 さ

れ て い る リム 返伝子の ノ ッ クア ウ トマ ウス の 表現

型 と 酷似 して お り、Ldb1 が A 際の 生体 の rl1 で 、

リム 遺伝子を制御 して い る 可能 性が強く示唆さ れ

た。
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